










令和4年度第1学年(3組)2学期期末考査数学②表

解答は全て 解答欄に記入すること(欄外は採点しない
)

変量 ァのデータが 次のように与えられている.
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以下の問いに答えよ (30点 )

(1)解答欄の表に合わせて.度数分布表をかけ.

(2)解答欄のグラフに合わせて ヒストグラムをかけ

(3)(1)で作成し .最頻値を求めよ

■ア)九
以下の問題は、元データをもと

(4)最大値を求めよ

(5)平均値を求めよ
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(8)四分位範囲を求

(9)箱 ひげ図を描け
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ただし 外れ値がある場合に

(外れ値の基準は下の通 りう
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【解答欄】
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階級 度数
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次の表は 8人の休 日の携帯の使用時間 と勉強時間を調査 した結果

である

以下の問い よ (30点 )
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(1) てヽ.分散を求めよ
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(2)携帯使用時間について.標準偏差を求めよ
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(3)相関係数を求めよ_ただし 小数第 :;位 を四捨五入せよ
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(4)(3)の計算結果から.携帯使用時間と勉強時間の間には,どのよ

うな相関があると考えられるか.

(5)散布図を描け

(6)計算 した相関係数と散布図から読み取れることを記述せよ

【解答欄】
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(5)勉強時間
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ABの 2グルーフの計 50人全員が 1問 1点 の 10間 のクイズに答

えた 下の表は その止答数の結果である

グループ 人数 平均得点 分散

A 3()

B 2() 18

以下の問いに答えよ (12点 )

(1)A′ とB全体の得点について 平均値を求めよ
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("Aと B全体の得点について 分散を求めよ
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(3)全員の得点を 10倍 して■ 00点満点で評価する

とB全体の得点の分散を求めよ

このとき.A

次の図は A店 B店 .C店 の 1日 の入店者数と :ェ」」聞調べたデー

タを 箱ひげ図に表したものである

A店
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C店
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以下の問いに答えよ (12点 )

(1)1日 の入店者数が 5()人 を超えた日が 16日 以上あったのはどの

店か 全て答えよ

り r7(7(7
(2)1日 の入店者数がう()人以下となる日ガ■日成ヽ あったのはど

の店か.全て答えよT~~    
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(3)B店 において 1日 の人店者数が 6()人 を超えたのは 最大で何

日あった可能性があるか
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【解答欄】
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以下の問いに当てはまるものを 記号で答えよ (16点 )

(1)分散と平均値の関係について ′1.あ らヽ
`1の
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ぃ
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と判断してよい

と判断してよい

と判断してよい

と判断してよい
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(3)下の図 Aは .:31
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″を 0以上の整数とする.次のデータに対して.中央値として

何通りの値がありえるか.aからdの中から1つ選べ.c)4tr
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にしたものである.ただし,各階級は 0点以上 10点未満のよう

に区切っている.こ のデータを箱ひげ図にまとめたとき,最 も

当てはまるものを.図 Bの aか らcの うち 1つ選べ .
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(4)下 の図は,数学の点数と睡眠時間のデータにつし

ある ただし.重なっている点はないものとする_

てヽの散布図で

相関係数の値として最も適切な値をaか らfの中から1つ選べ

ている

発した 書きやすさの評価のた 人に .

Aと Bの どちらが書きやすいかアンケー
_

ったところ 15

人が Bと 回答した この結果か らの評価 として

最も適するものを aか ら eか ただし 基準となる確率

を 005と し 以下 げ200セ ット(1セ ット20

回)の結果

度数
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Aの方が書きやすいと評価されている |

「Bの方が書きやすいと評価されている」

「どちらも書きやすいと評価されている」

「どちらも書きにくいと評価されている」力
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